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2015年度 生徒指導便り

こころ
平成2７年１２月25日（金）：那覇市立上山中学校・第10号

冬休みに向けて! ～ 生活のリズムを崩さずに ～
12月28日（月）から冬期休業を含めた長期の休みに入ります。休み期間中は、心も浮かれ気味で

ぎ み

気持ちが緩みがちになります。ややもすると非行という落とし穴にはまったり、事件や事故に巻き
ゆる

込まれることもあります。

皆さんが、家族や友人と冬休みを楽しく安全に過ごせるように、次のことに気をつけましょう!!

（那覇市教育委員会 資料より）

１．ルールを守り中学生らしい身なりと行動を心がけよう！

○ 休みは家族との触れ合いのよい機会です。外出する時は、中学生らしい身なりと誤解されない
ご か い

行動をしよう。

○ 公共物を大切にしよう。

○ アルバイトはやってはいけません。

○ 飲酒や喫煙は絶対にしてはいけません。…未成年飲酒法，喫煙禁止法
きつえん

※ 保護者はやめさせる義務有り、販売店まで法的に罰せられます。

○ 他人の自転車やバイクには乗らない。放置されているものでも勝手に乗ると窃盗罪になること
ほ う ち せっ と う ざい

もあります。

占有物離脱横領罪…１年以下の懲 役，１０万円以下の罰金
せん ゆう ぶつ り だ つ おうりょうざい ちようえき

窃盗罪…１０年以下の懲役，５０万円以下の罰金

２．金銭の使い方には気をつけよう！

○ 金銭まきあげの被害にあわないように、お金は計画的に使おう。

○ 万引きは遊びではない。犯罪です。絶対にやってはいけません。

※ 刑法235条：万引きは「窃盗（人のものを盗んだ場合）」にあたる。１０年以下の懲役
せつとう ちようえき

３．見知らぬ人からの誘いには気をつけよう！

○ 見知らぬ人、不審な人の誘いには絶対にのらないようにしよう。

４．規則正しい生活を送ろう！

○ 夜間外出・無断外泊等は、非行への第一歩である。

※ 青少年保護育成条例：午後１０時～朝４時 補導対象

※ ゲームセンター等への午後８時以降の出入りは、保護者が一緒でも補導対象です。

○ 休日は家族と過ごす大切な時間です。友達の家で夜遅くまで遊んだり、泊まったりすることは

迷惑になるのでやめよう。

○ 集団での徘徊はやめよう。
はいかい

※ 目的もなく徘徊していると、トラブルに巻き込まれることも多い。



- 2 -

５．交通安全を意識しよう（交通安全意識の高揚を図ろう）！
こ う よ う はか

○ 自分の安全・生命は自分で守るように心がけ、自転車の危険走行等の行為は絶対にやめよう。

○ 無免許運転は犯罪です。

※ １年以下の懲 役，３０万円以下の罰金
ちようえき

※ 無免許運転検挙者は１６歳になっても免許が取れません。
けんきよ

○ 自転車の２人乗り等、みんなの迷惑になるような行為はやめよう。

○ 暴走行為を見に行かない。

※ 暴走行為見学者・暴走行為をあおった期待族…１０万円以下の罰金

６．暴力では何も解決しない！暴力を振るうことは犯罪です！

○ すべての生徒が『暴力反対』の立場に立って、人権を尊重し信頼関係に基づいた仲間づくりを

意識する。学校・地域全体で暴力を許さない雰囲気づくりを高める。

※ 傷害・暴行・脅迫（人に害を与えると脅かした場合…２年以下の懲役，３０万円以下の罰金）
しようがい きようはく

・金銭恐喝（恐喝罪…１０年以下の懲役）は犯罪です。
きようかつ

そして いつも心配し、支えてくれている人に
「ありがとう」と言ってみよう。

優しい気持ちが、きっと溢れてくるはずです。
あふ

使ったところが強くなる!!
何気なくテレビを見ていると、体操オリンピック金メダリストの内村選手が出ていました。そうしたら、
な に げ

ふっと「使ったところが強くなるんだなぁ」と思いました。体操選手の体つきを思い出してご覧なさい。
らん

実に無駄のない体つきをしています。体操をするために必要な部分が鍛えられているわけです。つまり、
む だ きた

使った部分が強くなっているということなのです。当然、その反対に、使わなかったところは弱くなる

ということです。これは肉体だけのことではありません。

さて、私たち人間の使わないところは何でしょう。弱いところはどこでしょう。それは、何もしない

で楽なことばかりしようと考えること、面倒なことから逃げることではないでしょうか。できること
め んどう

なら、面倒なことをしないで楽をしたいと思ってしまうことではないでしょうか？ところが、世の中

は、楽なことや楽しいことばかりではありません。どちらかというと、辛いこと、おもしろくないこと、
つら

退屈なことの方が多いのが現実です。自分の思い通りにいかないことが多いのが人生なのです。その

ような社会の中で、たくましく生きていくためには、どうしたらよいのか考えてみましょう。

いろいろな考え方があると思いますが、一つには、失敗から学ぶ練習をすることだと思います。私

たちの人生では、成功すること、勝つことよりも負けること、失敗すること、恥をかくことの方が多い

のです。しかし、それを経験しておけば、負けた時、恥をかいた時に、それに負けない人間になれる
はじ

と思います。

人間の真価は、負けた時、恥をかいた時に問われます。負けた時、恥をかいた時、その現実から逃
し ん か

げるか、立ち向かうかです。自分自身の気持ちに負けないことなのです。

恥ずかしいから、負けるからといって何もしないでいると、本当に苦しい場面にぶつかったら、それ

に立ち向かうことができません。失敗しても、恥ずかしくても、逃げ出さないたくましい人間になる

ために、今のうちに、何でもチャレンジして、たくましい人間になって欲しいと思います。


